
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自治と自浄 ～「ちょうせん」と「おもいやり」の中に～ 

校長  髙橋 かおり 

旧振興事務所跡地から学校に入るところに数段の階段があります。秋も終わりに近付き、たくさんの落

ち葉がたまっていたのですが、ある朝見ると階段の端に寄せられていました。用務員さんが片付けてくれ

たのかと思いお礼を言うと、「私ではありません。」との返事。「では、誰が……？」と思っていたとき、３年生

の子が、自分が片付けたと教えてくれました。その子は続けて言いました。「最近、『やった方がいいかな』

と思うことは、やってみようと思ってるの。」と。 

後期に入り、4～6 年生は新しい委員会活動が始まりました。学校生活をよりよくしようと、どの委員会も

張り切っています。毎日の当番活動に加えて、自学（自主学習）キャンペーンや図書館祭りの呼びかけを

したり、かぜ予防を呼びかける動画を撮影したりと、高学年に習いながら活動する４年生の姿を一番間近

で見ているのが３年生です。同じ学級の仲間でありながらも、高学年の仲間入りをして全校のために頑張

る姿に、何か思うところがあったのかもしれません。 

 

12月１０日は世界人権デーです。11月半ばから12月半ばまで上矢作小学校 

では「ひびきあいの取組」を行います。仲間と自分を大切にする優しい心を互いに 

響き合わせます。取組にあたって、各学級で「思いやり宜言」を話し合いました。 

それぞれに、現在の自分達に向き合い、どうしていきたいか、どうなっていきたいか 

意見を出し合って宣言を決めました。取組を通して、互いを思いやる優しい言動が 

学校中にあふれることでしょう。 

【各学級の思いやり宜言】 

1年生 あい手が うれしく なる ことを する 

 ・あい手が よろこぶ こえかけを する  ・あい手が よろこぶ ことを する 

2年生 あいてが イヤがる ことを しません 

 ・なかまの ことを よく 考えます 

・ケンカを しません、わるぐちを 言いません   

・やさしい ことばを つかいます 

3、4年生 みんなの笑顔があふれるクラスにします 

 ・みんながうれしくなる言葉をかける   ・みんながうれしくなる行動をする 

5、6年生 プラス ～言葉・気持ち～ 

 ・自分からプラスな言葉や行動をふやして、自分も相手も笑顔になれるクラス 

 

自分達の力で学校生活をよりよくする自治・自浄の姿が、上矢作小学校にどんどん生まれていることを、

そして子ども達の頼もしさを、うれしく思います。 

1年生 学級掲示「おもいやりの木」  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https://www.city.ena.lg.jp/enaschoolnetwork/e/kamiyahagi_1/index.html 

【学校の教育目標】たくましく すこやかな 上矢作の子 
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